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リチウムイオン電池の電解液

リチウムイオン電池の電解液の解析評価(定性・定量)、劣化解析を行います。

リチウムイオン電池の電解液分析・評価

Cat.No 321J-133-00-110509

●リチウムイオン電池の電解液には、環状カーボネート(エチレンカーボネート：EC、プロピレンカーボネート：PC等)
と鎖状カーボネート(エチルメチルカーボネート：EMC、ジエチルカーボネート：DEC、ジメチルカーボネート：DMC
等)の混合溶媒が使用されています。

●使用前後の電解液成分評価により、電池の劣化度合や劣化メカニズムに関する情報が得ることができます。

分析手法

リチウムイオン電池から回収した電解液のガスクロマトグラフ質量分析(GC-MS)

・電解液成分の定性分析及び定量分析

・劣化解析：劣化前後の主要成分の組成変化、変性物の定性及び定量分析

分析事例

市販電池の新品及び長期使用品の電解液を回収し、GC-MS分析により主要成分の相対比、長期使用品にみられ
る変性物について調査しました。
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新品及び長期使用品のトータルイオンクロマトグラム

長期使用セルでは新品セルに比べ、EMC及びEC含有量が減少していました。

また、検出された主要成分の変性物と推察される物質が確認されました。

長期使用後の主要成分の組成変化
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質量スペクトルからの定性例(エチレンカーボネート)
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(▼：EC特有の分子イオン及びフラグメントイオンピーク)

1.1－変性物

22.824.0過充電防止剤

6.812.7エチルカーボネート (EC)

38.525.6ジエチルカーボネート (DEC)

30.837.7エチルメチルカーボネート (EMC)

長期使用セル新品セル

相対比（％）


